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4月 30日（金）に、昨年 10月に続き、今年 2
月に大麻等の所持により他校の高校生が逮捕さ

れるという事件が発生したことをうけ、本校で

も特設 LHR等の実施しました。
まず、教育長生徒用メッセージを各クラスで

視聴した後、生徒サポート部の藤井先生より薬

物依存の現状やその防止のためにどうしたらよ

いか、いかに危機回避能力が大事なのかについ

ての講話がありました。ある本土の学校の近く

で試供品ということで大麻を「疲れがとれるよ」

と言葉たくみに配り、誘うこともあるようです。

「自分で自分の身が守れる」といった能力を是

非、身に付けて下さい！

5 月 18 日（火）、1 年生を対象に上級学校出
前講座が行われました。生徒は、15 講座の中
から 2校時と３校時に、事前に希望した講座 2
種類を受講しました。看護・公務員・ホテル

・ブライダル・自動車整備・調理・美容系等

多様な講座があり、どのクラスも目を輝かせ

ながら、講師の話を聞いていました。個人的

に印象に残ったのがキリスト教短期大学の新 〈藤井先生の講話をみんな真剣に聞いてました！〉

垣先生の「心理学からみる鬼滅の刃」でした。

（娘が好きなので・・）実際のアニメの登場

人物をパワーポイントで紹介しながら説明し

ていました。「鬼になったほとんどの場合は、

トラウマ。現代でもコロナ禍で閉塞感の中で

人々の中に鬼になる者もいる。（アメリカで 4 月 30 日（金）の午前中、翔洋館でクラスの
のヘイトクライム等）鬼は私たちの心の中。 団結を深めるクラスリーダーを育てることを目

心の鬼狩りが必要」と現代の差別と鬼滅の登 標にしたリーダー研修を行いました。参加対象

場人物を対比しながら解説する講座に、私も は、各クラスの正 HR 長と生徒会執行部、合わ
人間の心の中の深い世界に引き込まれていき せて４０名です。まず、レクリエーションを行

ました。先生によると「誰にでもある心の傷 い、和やかな雰囲気になったあと、討議①「充

を癒やすのが心理学の役目」であるそうです。 実した学校生活を送るために」討議②「陽明祭

1 年生の目標は、将来の進路実現に向けて のテーマ設定」を行い、各グループが発表しま

視野を広げて「自分さがし」をすることです。 した。特に 1年生は、生徒会執行部や先輩の HR
自分に合った職業を選択し、「自分らしさ」 長がグループを率先してまとめようとする姿か

を十分に発揮でき、少しでも周りの人や社会 らいろんなこ

に貢献できる「生き方」をみつける最初の一 とを学んでい

歩になった時間だったのかもしれません。 るようでした。

ところで、陽

明祭について

各学級での話

し合いがもう

すぐ始まりま

す。今回学ん

だことを是非、 〈さすがクラスのリーダー！話

生かしてリーダー 合いが活発でした〉

〈琉球調理師専修学校鈴木 「心理学からみる シップを発揮して欲しいです。

先生による料理の実演〉 鬼滅の刃」新垣先生 他の生徒もサポートして下さいね！
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大麻等薬物乱用防止♪

特設 LHR 実施！
～ 薬物乱用はダメ。ゼッタイ。

クラスの団結を深めるために

リーダー研修実施！

自分探し（1年）

上級学校出前講座！
～ 大学・専門学校の授業ってどんな感じ？ ～


